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千葉医学雑誌が 50巻に達したという。これを機会に
巻頭言を求められたが，千葉医学会の歴史を顧みると共
に，本学部の前身諸学校にはそれぞれ医学的広報活動が
あったのに，一般には余り知られていないので，ちょっ
と紹介してみよう。
前身諸学校のうち，公立千葉病院とその医学教場はも
ちろん，県立千葉医学校にては，未だその活動はなかっ
た。明治 21年 4月第 1高等中学校医学部が開校されて
も，直ちにその活動は開始されなかった。その卒業生が
数回出たとき，その親睦と結合のためー中医学会が創設
され，一中医学月報なる月刊誌が発行されるに至った。
この雑誌は明治 23年 10月の第 1号から， 26年 1月の
第 34号まで出ている。
これは卒業生の親睦と医学の進歩を目的として設立さ
れた会と雑誌であるから，毎月の茶話会と年 l回の総会
の報道その他を内容とした，ほぼ菊判 (23X15cm)，大
体 30，..40頁建ての小誌だが，回を重ねるに従って論説，
または実験論説という欄が設けられ，会員や医学部教授
の学術的論説が載せられて来る。この雑誌は会員のみな
らず，医学部教授や生徒にも配布されたであろう。
明治 27年 9月第 l高等学校医学部となるや，前記誌
の廃刊を補う意味で同学部学友会に学術部が創設され
て，明治 28年 7月よりー高志林が，学友会雑誌として
発行されるに至ったo この雑誌は大体年 3回発刊され
て，明治 33年 11月の第 17号に至っていて，菊判大，
毎号 100頁内外建てである。その内容は前記誌のそれを
承け，卒業生の通信，学友会の動静，教授等の辞令，会
告等を載せているが，教授や卒業生の学術的の論説や実
験(診療経験)， また雑録として学術的報告等が， 漸次
その量を増して来る。
明治 34年 4月官制が改正されて，第 l高等学校医学
部が千葉医学専門学校となったが，前者の学友会は後者
の校友会雑誌と改めて雑誌の発刊を続け，号数は前者の
それを受けて， 34年 9月に第 18号を発行した。 この雑
誌は自後発行を継続し，大正 4年第 47・48合併号より
名を千葉医学専門学校雑誌と改め，大正 11年 12月の第 
147号まで発行を続けた。
本誌は菊判よりやや大 (23X 17 cm)，改題後は四六倍
器千~\;大学名誉教授
判 (25x19cm)，毎号大体 100頁内外建て，始め，すな
わち明治後期は年 3，..4号，大正初期は年6号， 後は年 
10号ずつを発行した。内容も校友会雑誌であったから前
同様に校内諸事項の広報をも載せたが，巻の進むにつれ
て学術的広報はその重さを加え，殊に大正に入ってから
は高等な医学雑誌の観を呈している。前述の誌名改正の
合併号は，三輪徳寛校長の在職 25年記念に際しての特
集であって，学術論文 38編を載せている。
千葉医学専門学校雑誌の最後の巻の発行された大正1
年には，その翌 12年に医学専門学校が千葉医科大学に
昇格されることが確実であった。そしてその頃の常識と
して医科大学の存在地には医学会があるべきであったの
で，県内有志の医師が千葉医専の校長始め諸教授と会議
して準備を進め，同年 11月に千葉医学会が成立した。
ただ前記の千葉医大前身諸学校の雑誌と別に，細小な
がら明治年聞に千葉医学会なる学会が存在し，明治24，.. 
36年間に 59号の千葉医学会雑誌を発行していたことを
述べたい。本誌は四六倍判よりやや小， 40，..50頁建て，
大体当時の前記諸誌に似た内容であって，月毎の例会，
年毎の総会としての同学会の活動を報じている。想うに
当時勃興した医学に刺激されて興り，千葉医専校友会雑
誌の発展に吸収されたので、あろう。
前述の大正 11年 1月発足した千葉医学会が，現在ま
で発展して来たそれであり，その翌年に始めて発行され
た千葉医学会雑誌が本年第 50巻に到達した本誌なので
ある。この間実に 50年の星霜であるが，形式的にも実
質的にも著しい変化，進歩はあるものの，学会の運営や
刊行の経営は大体同一であって，やや詳しくは千葉大学
医学部 85年史の末尾の本会史の項に述べられている。
筆者は大正 12年の千葉大学昇格よりやや遅れて， 昭和 
2年に助教授として本学に来任し，同 10年に教授に昇
進し，昭和 40年に退官したのであった。そして千葉医
学会にも役員を歴任してその経営に寄与した。しかしそ
の頃の雑誌は学位獲得のための論文の掲載に終始し，い
わゆるおもしろくもない雑誌であった。それが最近編集
委員諸氏の努力によって，読みごたえのある雑誌に変容
しつつあることはまことに有りがたい。いま第 50巻を
境として，将来いよいよ発展してゆくことを祈願してや
まないものである。
